
「なくそう犯罪」滋賀安全なまちづくり推進本部の概要

「なくそう犯罪」滋賀安全なまちづくり推進本部

目　的

所掌事務

施策体系

各種指針の運用

構　成

 １ 犯罪を防止する支援システムをつくります
 ２ 自分の安全は自分で守るという防犯意識を高めます
 ３ 規範意識を高め、犯罪抑止の地域づくりを進めます
 ４ 犯罪被害者や弱者の支援に努めます
 ５ 犯罪に遭わないまちづくりをハード・ソフトの両面から進めます

基本方針の５つの基本的方向

犯罪に遭いにくい安全なまちづくりに関する施策の総合的かつ有機的な推進を図る

 １　安全なまちづくりの推進に関する基本的かつ総合的な事項に関すること。
 ２　安全なまちづくりの推進のための方策に関すること。
 ３　その他安全なまちづくりの推進について必要な事項に関すること。

本部長：知事　　副本部長：副知事、教育長、警察本部長
関係課：２９課

・公立の学校における侵入者による犯罪を防止するための指針
・私立の学校における侵入者による犯罪を防止するための指針
・児童福祉施設における児童等の安全の確保に関する指針
・通学路等における児童生徒等の安全の確保に関する指針
・道路、公園、駐車場および駐輪場に関する防犯上の指針
・共同住宅に関する防犯上の指針
・防犯カメラの運用に関する指針
・滋賀県犯罪被害者支援施策の取組指針

★「なくそう犯罪」滋賀安全なまちづくり条例の施行　（H15.4）
　　　第３条：県は、安全なまちづくりに関する基本的かつ総合的な施策を策定し、および実施するものとする。
　　　　　推進にあたっては、県民等、事業者および市町と相互に連携を図るものとする。

★「なくそう犯罪」滋賀安全なまちづくり基本方針の策定（H15.10）

滋賀県の刑法犯認知件数と犯罪率
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連携と協働！

犯罪は減少！最近５年の減少率は全国一位！
しかし・・・
　凶悪犯や子どもが巻き込まれる事件発生

　などで県民の不安感は依然として高い！

犯罪に遭うことのない安全な社会の実現へ

高い犯罪率！　凶悪犯の増加！
　　　　低い防犯意識！

５年前の滋賀は・・・

県民総ぐるみ運動の
一層の推進



○地域推進体制・リーダー養成事業　（県民文化生活部） 611 千円
○犯罪情報提供システム　（警察本部） 5,040 千円
○防犯アドバイザーの設置　（警察本部） 7,591 千円
○警察安全相談員の配置　（警察本部） 25,456 千円 など

○「なくそう犯罪」広報啓発事業　（県民文化生活部） 1,845 千円
○消費者教育の推進　（県民文化生活部） 2,938 千円
○誘拐防止・地域安全啓発パンフ等の作成　（警察本部） 850 千円
○学校安全体制整備推進事業　(教育委員会） 22,093 千円 など

○薬物乱用防止啓発活動　（健康福祉部） 4,535 千円
○非行少年等立ち直り支援事業　（健康福祉部） 60,979 千円
○少年非行防止強化対策　（警察本部） 7,022 千円
○自主活動団体への支援事業　（県民文化生活部） 2,500 千円
○安全・安心地域づくり研修会開催事業（県民文化生活部） 400 千円
○まちの常夜灯モデル事業　（警察本部） 3,000 千円
○交番相談員の配置　（警察本部） 93,052 千円 など

○警察における犯罪被害者サポート事業　（警察本部） 2,578 千円
○犯罪被害者総合窓口の設置　（県民文化生活部） 3,193 千円
○子ども家庭相談センター運営費　（健康福祉部） 96,433 千円
○DV被害者の一時保護委託　（健康福祉部） 5,642 千円 など

○安全安心の公園づくり　（土木交通部） 160 千円
○防犯アドバイザーの設置＜再掲＞　（警察本部） 7,591 千円
○まちの常夜灯モデル事業＜再掲＞　（警察本部） 3,000 千円
○自主活動団体への支援事業＜再掲＞　（県民文化生活部） 2,500 千円
○安全・安心地域づくり研修会開催事業＜再掲＞（県民文化生活部） 400 千円 など

３ 規範意識を高め、犯罪抑止の地域づくりを進めます

５ 犯罪に遭わないまちづくりをハード・ソフトの両面から進めます

目　標

具体的施策

「なくそう犯罪」滋賀安全なまちづくり推進本部

～　　平成２０年度の取り組み 　～

犯罪発生件数を 平成22年までにピーク時の半減

16,000件以下 を目指します！
                            ※ピーク時 ： H14の32,183件

１　犯罪を防止する支援システムをつくります

◆推進体制の整備
◆防犯情報の共有化
◆相談体制の充実
　
                      など

２ 自分の安全は自分で守るという防犯意識を高めます

◆防犯関連情報の発信
◆犯罪対応マニュアル・　啓
発資料等の作成
◆学校等における安全確保
 
　　　　　　　　　　など

◆規範意識の高揚
◆少年の非行防止
◆自主防犯活動への支援
◆交番機能の強化

　　　　　　　　　　など

４ 犯罪被害者や弱者の支援に努めます

◆犯罪被害者、児童虐待や
DV被害者への支援
　
　　　　　　　　　 など

◆防犯環境設計のまちづくり
◆防犯まちづくりへの県民参
加の促進
　　　　　　　　　 　など


